




要旨: 「効果的な療育指導」を確立するには、療育の目標をはっきりさせる心要がある。

療育として行われている治療・訓練は、何を目指しているのかの目標を明確にすべきであ

る。目標が明確でない限り、療育の効果の検討は出来ない。また治療・訓練内容(技術)の

善し悪しが吟味されない。その意味で、療育における治療・訓練を開始するまでに、求め

られる手続きとして七項目を検討した。(1)診察・評価、(2)治療・訓練の必要性、(3)治

療・訓練の目標は規実的か、(4)目標は子どもの生活を改善するか、(6)治療・訓練にかけ

た時間や労力は、子どもの他の活動を犠牲にする価値があるか、(6)訓練・治療は家族生

活を破錠させないか.(7)両親が納得するように、最善の治療・訓練方法を説明したか、と

いう点である。


